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第 2 章において、トンネル構造中のリチウム占有席を放射光粉末 X 線回折データと中性
子回折データを併用することで、高精度で解析している点は、結晶学的な見地からも優れた
成果である。また、第 3 章において、リチウムコバルトマンガン酸化物の化学組成を制御する
ために、あらかじめ合成した層状岩塩構造を熱処理することで、目的とするスピネル構造を得
る合成経路を見出している点は、材料の熱安定性を考察した結果生み出された成果であり、
これまでの概念にはない斬新な合成手法と認められる。さらに、第 4章から第 7章において、
単純な層状岩塩構造を有する出発物質が、層状岩塩構造とスピネル構造の二相共存した化
合物へ変化する過程を、合成条件の精査と生成物の XRD、STEM、NMR などの解析手法を
併用することで解明した点は、材料化学的な見地からも優れた成果であることが認められる。 
ソフト化学的手法によるリチウム遷移金属酸化物の合成については、イオン交換反応を進
行・制御させるための合成温度、溶媒、リチウム源の選択などの試行錯誤が必要となるため、
本論文中で得られた知見は、新規化合物の材料設計においても意義ある知見と認められる。 
以上の成果は、次世代高電位・高容量正極活物質の実現のための工学的価値が高い議
論と提案であると共に、新規無機化合物の合成におけるソフト化学的手法の有用性を示すも
のであり、高く評価できる。 
 
〔最終試験結果〕 
平成３１年 ２月１６日、数理物質科学研究科学位論文審査委員会において審査委員の全員出席のも
と、著者に論文について説明を求め、関連事項につき質疑応答を行った。その結果、審査委員全員によ
って、合格と判定された。 
 
 
〔結論〕 
 上記の論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士（工学）の学位を受けるに十分な資格
を有するものと認める。 
  
